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図 -1　Ｉ形鋼によるユニット化のイメージ

図 -10　曲げ載荷荷重－中央たわみ変位関係図 -4　Case-P4 の試験体概要図（単位：mm）
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頂版に孔あき I 形鋼を用いた複合構造の付着および曲げ耐荷性能に
関する研究

Study on Adhesion and Bending Load Capacity of Composite Structures with 
Perforated I-Shaped Steel in the Upper Slab
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　著者らは、臨港道路橋脚を対象に頂版の鉄筋代替として、
孔あきＩ形鋼により鋼材をユニット化する工法を提案する。
本研究では、孔あきI形鋼を用いた複合コンクリート構造を
対象に、コンクリートの充填性確認実験を行い、Ｉ形鋼の
ウェブ直下における充填不良の有無について確認を行った。
また、引抜き実験および曲げ載荷実験を実施し、コンクリー
トとの付着性能および複合構造の曲げ耐荷性能の確認を
行った。充填性確認実験では、孔を設けることでウェブ直下
にコンクリートが充填されることを確認した。孔あきI形鋼
は、引抜き実験よりスタッドを配置したI形鋼と同等の付着
性能を有していることが示され、曲げ載荷実験ではスタッ
ド付きＩ形鋼と同等の曲げ耐荷性能および変形性能を有し
ていることが確認できた。
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強度の空間的ばらつきを考慮した事前混合処理地盤の地震時変形解析

Seismic Deformation Analysis of Ground Improved by Premixing Method 
Considering the Spatial Variability of Strength
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図 -1　使用した FLIP 断面

図 -7　閾値を 100 kN/m2 とした場合の解析結果

　各種の改良地盤は自然堆積地盤の不均質性や施工時の
不均一性により大きな空間的ばらつきを有する。FLIPにモ
ンテカルロシミュレーションを適用し、事前混合処理工法
により改良された地盤の空間的ばらつきを考慮した地震時
変形解析を行った。平均強度、変動係数、自己相関距離か
ら対数正規分布に基づき空間的ばらつきを有する改良体要
素の一軸圧縮強さを算出し、これより粘着力、初期せん断
弾性係数、体積弾性係数を算出して入力値とした。本論文

で得られた主要な結論は以下のとおりである。
（1）改良地盤の平均強度に依らず適合率が約67%あれば

信頼度100%で許容残留水平変位量を満足する。
（2）一軸圧縮強さが100kN/m²未満の改良体要素を未処

理土相当として扱うことで安全側の設定となる。
（3）本解析手法が事前混合処理工法に適用可能であるこ

とを確認した。
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